
①
職
員
に
陽
性
者
が
発
生

し
た
場
合
の
対
処
法
を
事

前
に
確
認
し
て
お
り
、
迅
速
に

対
応
が
出
来
た
。
乳
児
健
診
や

Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
つ
い
て
集
団
実
施
し

て
い
た
も
の
を
個
別
対
応
に
変

更
②
各
種
要
望
、
コ
ロ
ナ
本
部

や
専
門
家
協
議
会
等
を
踏
ま
え

た
市
長
の
判
断
③
高
齢
者
及
び

障
が
い
者
福
祉
施
設
に
マ
ス
ク

及
び
消
毒
液
の
提
供
と
併
せ
て
、

各
事
業
所
の
努
力
に
よ
り
、
可

能
な
範
囲
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

努
め
た
④
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
福
祉
施
設
に
対
す
る
給
付
金

と
、
18
歳
以
上

18

65
歳
未
満
で
障

害
者
手
帳
所
有
者
に
給
付
金
を

支
給
す
る
取
り
組
み
を
準
備
中
。

援
を
求
め
る
。

①
熱
中
症
予
防
の
観
点
か

ら
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
市
民
税
非
課
税
の

高
齢
者
世
帯
と
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
、
一
部
の
生
活
保
護

受
給
世
帯
を
対
象
に
、
エ
ア
コ

ン
購
入
及
び
設
置
費
用
助
成
制

度
を
検
討
中

②
限
ら
れ
た
中
で
最
大
限
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、

心
身
と
も
に
疲
弊
し
た
状
態
と

認
識

③
国
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、

市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
検

討
中
。

多
発
す
る
豪
雨
や
想
定
を

は
る
か
に
超
え
る
水
害
に

対
し
、
市
は
今
後
ど
の
よ
う
に

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

小
中
学
校
の
上
階
等
、
民

間
と
の
協
定
に
よ
り
駐
車

場
を
避
難
場
所
と
し
、
避
難
ス

ペ
ー
ス
を
拡
充
し
た
。
在
宅
避

難
、
縁
故
避
難
の
周
知
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。「
水
害
時
に
お

け
る
避
難
所
開
設
・
運
営
体
制

の
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
方

針
に
基
づ
き
新
た
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

時
間
軸
を
48
時
間
前
か
ら

48

72
時

間
前
に
早
め
た
。
ま
た
、
浸
水

①
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て

㋐
現
状
の
支
援
で
十
分
と
考
え

て
い
る
か

㋑
国
の
第
二
次
補
正
予
算
を
活

用
し
市
と
し
て
上
乗
せ
支
給
を

㋒
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
支

援
を
す
べ
き

②
個
人
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て

㋐
国
・
東
京
都
の
支
援
対
象
外

の
方
へ
、
市
独
自
の
支
援
金
実

施
を

㋑
支
援
の
枠
に
入
ら
ず
何
の
支

援
も
受
け
ら
れ
な
い
方
々
が
い

る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

①
保
育
園
や
学
童
、
病
児

保
育
で
働
く
職
員
な
ど
、

感
染
可
能
性
が
高
く
な
る
職
員

へ
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が

い
か
が
か

②
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
対

し
て
、
メ
ン
タ
ル
の
相
談
体
制

の
充
実
や
、
す
で
に
あ
る
相
談

先
の
周
知
を

③
小
児
科
学
会
の
情
報
発
信
な

ど
、
最
新
の
信
頼
で
き
る
情
報

の
周
知
を
す
す
め
る
べ
き

④
第
２
波
の
時
で
も
、
感
染
対

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
を
確
保
し
て

子
ど
も
に
関
わ
る
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
の
充
実
を

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
に
高
齢
者
は
家
に

こ
も
り
、
フ
レ
イ
ル
や
認
知
症
、

健
康
破
壊
が
心
配
。
認
知
症
予

防
、
熱
中
症
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
エ
ア
コ
ン
の
支
援
を

②
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
命

綱
で
あ
る
介
護
職
員
は
感
染
さ

せ
る
の
で
は
と
い
う
恐
怖
の
な

か
で
も
介
護
さ
れ
て
い
る
。
市

の
認
識
は

③
介
護
事
業
所
や
障
が
い
者
施

設
は
、
調
査
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

91
％
、
訪
問
介
護

91

47
％
が
影
響

と
回
答
。
収
入
が
大
き
く
減
少

し
厳
し
い
状
況
、
市
の
財
政
支

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
高
齢
者
・

障
が
い
者
を
守
る
た
め
に

市
民
生
活
を
守
る
支
援
を

コ
ロ
ナ
対
策
で
市
内
事
業
者

支
援
と
教
育
へ
の
支
援
を

①
融
資
を
受
け
ら
れ
た
方

は
市
独
自
の
家
賃
補
助
が

あ
る
が
、
申
込
み
を
し
た
段
階

や
、
融
資
を
受
け
て
い
な
い
事

業
者
へ
も
拡
大
を

②
第
２
波
、
第
３
波
も
見
据
え
、

必
要
な
支
援
を

③
学
校
が
再
開
さ
れ
た
が
、
学

力
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
一
人

ひ
と
り
に
丁
寧
に
教
え
る
こ
と
、

個
別
の
手
立
て
の
た
め
に
も
臨

時
教
員
等
の
体
制
な
ど
必
要
な

措
置
を

④
就
学
援
助
制
度
の
所
得
基
準

を
国
は
申
請
時
の
収
入
で
判
断

す
る
と
し
た
が
市
の
対
応
は
。

①
家
賃
補
助
等
、
市
独
自

支
援
を
実
施
中
。
今
後
は

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
検
討

を
進
め
る

②
市
単
独
事
業
と
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対

策
生
活
応
援
事
業
等
の
実
施
に

向
け
て
調
整
中
。
ま
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
経
費
等

を
検
討
中
。
今
後
も
必
要
に
応

じ
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い

③
学
習
の
定
着
度
を
把
握
し
補

充
的
な
対
応
を
し
て
い
く
。
加

配
教
員
や
講
師
を
他
教
科
へ
当

て
る
な
ど
臨
時
的
な
措
置
と
し

て
工
夫
し
た
い

④
文
科
省
発
出
通
知
に
基
づ
き
、

他
市
動
向
も
見
な
が
ら
検
討
中
。

市
に
お
け
る
危
機
管
理

ー
災
害
対
策
に
つ
い
て
ー

被
害
に
つ
い
て
は
、
原
因
の
究

明
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
専

門
家
に
委
託
し
、
結
果
は
ま
と

ま
り
次
第
周
知
し
、
今
後
の
対

策
を
実
施
し
て
い
く
。
現
在
、

中
間
報
告
と
し
て
排
水
樋
管
の

暫
定
運
用
等
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。
排
水
樋
管
に
水
位
計
、

監
視
カ
メ
ラ
、
可
搬
式
ポ
ン
プ

の
設
置
な
ど
を
進
め
、「
多
摩

川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
基
づ
き
、
河
川
、
流
域

に
お
け
る
対
策
、
ソ
フ
ト
施
策

を
実
施
。
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
対
策
を
進
め
て
い
く
。

小
中
学
校
再
開
後
、
子
ど
も

達
に
寄
り
添
う
対
策
を

①
学
校
再
開
で
分
散
登
校

４
週
間
の
理
由
は
？
②
学

習
の
遅
れ
へ
の
対
応
は
？
子
ど

も
達
に
負
担
を
強
い
な
い
こ
と

が
大
切
③
通
常
授
業
で
の
端
末

の
活
用
は
？
多
様
な
学
び
の
ツ

ー
ル
に
も
な
る
④
狛
江
市
の
学

校
教
育
で
大
切
に
す
る
の
は
？

①
生
活
習
慣
の
回
復
、
心

身
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
②
家

庭
学
習
等
や
夏
季
休
業
期
間
短

縮
等
で
対
応
③
家
庭
で
宿
題
や

調
べ
学
習
を
行
う
こ
と
等
も
想

定
④
自
分
は
か
け
が
え
の
な
い

存
在
と
想
う
と
と
も
に
感
謝
の

心
を
育
む
こ
と
が
大
切
。

①
厚
生
労
働
省
社
会
援
護

局
保
護
課
が
発
出
し
た
令

和
２
年
３
月
10
日
、
４
月
７
日

の
事
務
連
絡
の
内
容
は
②
通
達

を
受
け
た
市
の
対
応
は
。

①
保
護
の
申
請
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
こ
と
、
決
定
は

速
や
か
に
行
う
こ
と
②
改
め
て
、

生
活
に
困
窮
す
る
方
に
寄
り
添

う
支
援
に
努
め
る
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
伴

う
浸
水
被
害
対
策
中
間
報
告

人
選
・
運
営
方
法
は
。

①
子
ど
も
に
特
化
し
た
記

載
は
し
な
い
②
９
月
上
旬

に
開
催
、
学
識
経
験
者
２
名
、

有
識
者
４
名
、
市
民
３
名
、
今

年
度
は
指
針
を
策
定
予
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

狛
江
市
議
会
公
明
党
を
代

表
し
て
一
般
質
問
す
る
。

①
市
と
関
係
機
関
、
特
に
感
染

症
専
門
家
協
議
会
で
の
検
討
内

容
と
情
報
共
有
、
そ
し
て
専
門

家
の
意
見
を
対
策
に
ど
う
活
か

せ
た
の
か
②
市
独
自
事
業
の
取

り
組
み
の
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
を
伺
う
③
障
が
い
者
へ
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
か
④
私
ど
も
公
明
党
に

障
が
い
者
ま
た
関
係
者
よ
り
切

実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
対
し

て
何
ら
か
の
支
援
を
強
く
要
望

す
る
が
い
か
が
か
。
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①
㋐
引
き
続
き
様
々
な
状

況
を
勘
案
し
て
必
要
な
対

応
を
取
っ
て
い
き
た
い

㋑
現
時
点
で
は
特
に
考
え
て
い

な
い

㋒
現
段
階
で
市
内
全
体
の
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
は

特
に
考
え
て
い
な
い
が
、
困
難

が
生
じ
て
い
る
世
帯
が
あ
れ
ば
、

福
祉
保
健
部
と
も
連
携
し
て
必

要
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い

②
㋐
家
賃
補
助
等
、
市
独
自
の

支
援
実
施
中
。
今
後
は
国
や
都

の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
を
進

め
る

㋑
市
と
し
て
の
独
自
支
援
は
今

後
も
引
き
続
き
検
討
・
実
施
す

る
。

い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
？

①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
設
置

の
検
討
な
ど
を
進
め
て
い

る
が
、
受
入
件
数
等
を
含
め
課

題
が
多
い
。
状
況
を
注
視
す
る

②
相
談
窓
口
等
の
情
報
提
供
を

行
う

③
新
た
な
情
報
が
あ
れ
ば
、
保

健
だ
よ
り
、市
H
P
、情
報
メ
ー

ル
等
を
活
用
し
適
切
に
情
報
提

供
を
行
う

④
第
２
波
の
状
況
想
定
は
難
し

い
が
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、

第
２
波
が
来
な
い
よ
う
、
感
染

症
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う
。

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

岡
村
し
ん

お
か

む
ら

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

宮
坂
良
子

み
や

さ
か

よ
し

こ

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

西
村
あ
つ
子

に
し

む
ら

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

田た

中な
か

智と
も

子こ

狛
江
市
議
会
公
明
党

佐
々
木
貴
史

さ

さ

き

た
か

し

狛
江
市
議
会
公
明
党

石
川
和
広

い
し

か
わ

か
ず

ひ
ろ

立
憲
民
主
こ
ま
え

高
木
さ
と
こ

た
か

ぎ

立
憲
民
主
こ
ま
え

加か

藤
功
一

と
う

こ
う

い
ち

東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

地
上
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て

40
ｍ
以
上
地
下
で
の
工
事

が
狛
江
市
域
を
７
月
ま
で

に
通
過
し
、
地
上
部
に
超
低
酸

素
濃
度
の
気
泡
発
生
と
振
動
が

報
告
。
大
深
度
地
下
法
で
は
地

上
に
影
響
な
し
と
し
た
矛
盾
が

あ
り
、
住
民
の
安
全
を
守
る
た

め
の
自
治
体
行
政
の
見
解
を
問

う
。

国
土
交
通
省
か
ら
は
「
各

種
測
定
で
周
辺
環
境
へ
の

影
響
や
規
制
基
準
値
よ
り
小
さ

い
こ
と
等
を
確
認
済
み
。
細
心

の
注
意
を
払
い
安
全
に
進
め
て

い
く
予
定
」
と
見
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

人
権
尊
重
基
本
条
例
施
行
に

あ
た
っ
て
の
準
備
に
つ
い
て

狛
江
市
の
生
活
保
護
申
請
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て

①
逐
条
解
説
に
市
長
セ
ク

ハ
ラ
問
題
、
差
別
の
定
義
、

子
ど
も
の
人
権
の
記
述
は
②
人

権
尊
重
推
進
会
議
の
設
置
時
期
、

①
中
間
報
告
を
受
け
て
、

災
害
原
因
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
②
中
間
報
告
の
市
民
へ

の
説
明
と
市
民
か
ら
の
質
問
、

意
見
へ
の
対
応
は
。

①
内
水
の
排
水
不
良
と
樋

管
か
ら
の
逆
流
、
詳
細
は

今
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
②
最
終
報
告
の
市
民
説
明

会
な
ど
で
意
見
を
伺
う
予
定
。

※２…加齢に伴い身体機能や精神機能が低下し、心身の活力が低下した虚弱な状態。
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